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BHC,D｣DT及びピレトリンの奉仕比較｡
I-
W･̂ ･Gerslol･ffalldl弓･R･n【C仔our.Lln･･'1nqe-
ctieidetoxicitystuネies･Erperim?ntユIresult弓I
･ollthecompamtivetoTieityorJLln名ノIlefle-

王aCllToride,DI)TnlI･lPyr二thrum.S9叩 and

: si､nit叩 Chemicals121(ll):ノ117･,19it3･

本論客kTBⅡlo,p/,pr-i,_I,T及甲ピレトリン(全で

レト1)lyのr'5%がt=Eレト.),JClJの相封的な芋窪性を知る

ために,摩 鞘案件のもとに隼 ､て飼育したイエノて才を四

･いて,Turntab一ehletliO且によr),～比較研兜した結果

である;鍋 の溶媒としてLi精製即 由を用い･1回の針 一

段に約 ILR.0匹の-イをf蜘 =ノて,1蕪鰍こつき10回の幾 一

段をく()かえし,その落下曲数率及び叢更率を決定して
: い,B｡その結果Lを LDl30の点におい七比較計算してみ■l

･ると･γ･召lICはt:.t'ト1lyの約18lfJ'''21･P'-DT)Ti.-iピ ･

IV下,1)yの約か把の効力L'L有する塊が しられる9殺虫能事tlー

封 土1-･P'JT)DT_が一節良 く'一丁･I!HGが之につぎ,13

レト.)ソは二者に比べてはる由 こ掛 ､O γ-IuJC 及 び ′

･ p,77'-DDrilの落下虫数率は, その役虫準と略河鹿な相
､ 封的関軌こあるが,kiv.Hjyに比べると両省ともはる _

I

かにgJlっているO (畢薄紙夫),

ピレトfJI/の分鍬こ関する研究

'W.A･GJrふlorffzlndW.F.7hrtllCl:D､tlr -

ふi･lntiollnFPyrJtllrit19●r)CL_.rior.1ti0,I. SoapI
-tTtnlS̀ulitこIrテChcn-il.TIT.q‥ii'li'(10).･1.hr.191G.

本箱文はf.抱 除山菊工轟 ′(恐 1,5,rJthriLV;含Ti溢100

%)之に 7ryLlroqui.no-1CtL,0･1,%･加へたもの･矧 山で

Pyrctllritlq分有鼠を約1'2%迄椛持したもめ及び叩坂の

1'yrctllriLuj含有昆-00% ェキズの4つのH料を,..ooPの

Iu'･,rJ.lt･･10uPの暗,9.1'及び明るい近況 (太は光線のi揖J･は
-割 ナて)の3I,芸風LJgL･i･･下におき,之等のI)iOl.loTOlir1-

＼llの:Omn-tlunc.に封ナる溶解比を-iER臓 をおいてIjii鼓
し･そのJtl'描 小ら PyreuIri･17の分解の税政を推･jifLで

いるO-又170｢触 こイ-ノ,･1を供試f適 として Tllrn･T
. hble~Illetllblによr).出際に生物試験な行ひ,iiuiの
_ Tlb-･火益を決卑t-ている｡その結果,巴Ocの暗柴源 作下に
I/ 於てはMLの恥 に もその音力に何静つ淡矢 も認めら才LL
f･-1かつI/=が,高温敵こ於ては何か分解を取 ヒする薬剤を
附加しない場合にはその毒力を消耗して行 く傾向が見ら

～I

れる｡そ･亘 比の傾向は100% Py.retl-riLlBエキスゐ方が-
代決収のPyrHIIrins剤よりも著しUo!Jy･jIOqtlino-u3
0･1,03LJJ加へ考だけでも詩力の喪失をふせぐ勧 ;ELl来,
又比良燈油を溶肋こ用ひても̀同様D効果をあげ待きる｡濃

＼ ･蛙ユ0%の'lhJ販品にあっては室温に170日間おいた場合,
..30/

;壷 勤 の敵 をRJf=カ:-;i.ii1こ友珊 f.･.,,i_" Ji*'
きか?た｡I)iol･lqro:uf】uoromPthil-1つに封する溶解比は

,､之等鋳虫菊剤の有効成分の■分解を知る良い指標となりう

~ る｡ (長滞純失う｡

Z),2,I-DDT,0,p''DIDT及びビレLリンの

劉 生の比較 ` /I
･W･A･G～r5lorff:DDTagLliniSthotlqeflics･
TheC'0叫 Llmtivetoxicitytohou･cfliesorrT)I.

/:/pl-DDTI0,7'LDI)T･Llndpyretllrul-Ieitralt･

･:名o叩 .Lqnd臥1-ittlryCIwmicEllsI23(3);12G･一
･′137/194(,. ′

本論文は 2,,P'-I)山 ･o;2,I-I)I)Tの川柳 勺C?泣性.を

.'しろために,除虫菊エキス (捜t=.レトt).ソの.5･1%がt='t,

I.)y.IAびy宣 リンtである)Lfc酎 叱 し壱,し′一弘耗
件のも′とに於て飼育したィ._i,(イ馴)い,Turlltilbl3
m,tl▲oユに依?て湖虫試験を行った桝の結月ミであると *_-I

こ 刑'D.溶媒と.しては精製馴 1を用い'1回の出験に約 1･q匹 .

の-イ71:頻用して,1妻海側 こつき8匝Ⅰの1!t胎をくりかえ

し,その落下虫助率及び殺虫窄む決E;≡.しているOその約
月1-は次の如くである｡即ちIJ7)-.-Oの澱に於けろ●2),1''-_.i

DDTの効力はO.p'-DDTのLV'伯である｡巴猶の粗上
位奉脚 を等しく.lLrI)-50で降出菊に比べると11,21,I-Dl)

Tは17Jl･･11･Ji･0.･p'-I)･I)T即 ･0･iTO･07倍の劫旭
＼布する02LKj分紋の落下出敗率はP,2,'･,J,.1,'DDTは略 ･.

藤 山 ､が除蛸 に比べるとはそかに4,7p.(･去遠読大)0
､､･ピレ.HJ'/.シネリン及びその誘導路のイエパイに

㌔ ′
}封する卓性と化畢辞達との朋係｡.

工W･̂ ･G3r月lor" :,Toxi･叫 tol10u… ･3い 1●
'orItlle'Pyrctllrin弓atldOitlCrins,ALtlddcriylI･

tivcF,illreTIItiolltOChczrLical.qt･:ucture.J.･

･ Eご仙･･hlt-:40(6):878-88･3‥19･l･7.

除虫範の7帥 に合すJ-せられる和効成分の化饗隣iJi･は,
'1以前信ぜられていたものよりも,よ.J)禎緋'である舶 ;滋
妃.F･Ii･LaForge1 枚の研究によr)tg抱 かにされ1_=が,
･水芸砧文はこのF･B･LLIFo-"ge及びtY･P･lhrth3)l纏 っ

て分灘相知せられたところの有効成分,Pyretl.rit7,.Ui-

1m享n及びその訪韓体のイエバイに封するiil性tTbFLl怖1

-治との闘旅につ＼唱華究されたあられ の.ir紙 である,

試駄 こ用いた成分心 Pyretllrin.Ⅰ(Aotive及び ltiuC-.

∩-iototm);'cinerinI(Activc及びl,rilnJPn一.i3(0:"),

Pyretlll･ihll(Acliye及びRileell-iorro:J")IGin-rillII

(Aotiye及びRncemi3ltom),]弧Iihy､Irol,yrctllr:∩1＼
■(Activeform)IIscrlihydrocin･3rin,I(Actiyeform),

Tetraby･1ropyreulrlnI(ActiYefo-)IIsolillyユro･

l

＼●′~
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pyrethrinII(̂cti▼e及びRnoemiororm),Tsodihy･
drooincrinⅠⅠ(̂oti▼otom)の1･l和で,之邸をfrr蟹の

幻鑑の溶被に和押げ ろに･Lpl･つては,桁期した･rium油を肌 ､
ているoi.IJJ比較の班邪とした･Pyrethrumoilextmotは

除虫刑 を即 たよっ抽 出'Lたものtf̂･O,A:C:Ale,
thodに上る分析結果では絶Pyrethrin丘の砧%が Pyi

rcthlnI及び Cinerinlよ■りなるものであらたO供試届

出には摂準備件のもとに於て飼育したイエノくイゐ成虫を

用い･試扱方法は Tum table-e,tPod定よっている｡
.J宜験に用ひた-イほ約160匹で出来るだけ多 くの民放
をくりかえL,それより得られた結果にもとづし､てその･

毒気を判定している｡その結果は;Aの如 くである｡BLJち

Pyretllrlnh Pyrct斤rizlII=1:･1.3,Cir)erinLCinerin(

ⅠⅠ=1:.l･ Pyrcthr王nI; CineL,ln工-1;1(･l･
IPyr3thrinIICinerinII-1:1･3,Pyrelhr王nI:Miェture＼

orpyretllrin--1;2,Cinerh.Ⅰ;do-1:1･･1,PyrL■
tllrinlI:do≡1:0.46,.CineriIllⅠ:■do-1;0.35.

Isoditydropyrethr;nI‥IsodihydrocinerhJ31:1.8'
IsodihydropyrethrinI.･Mixtureorpyrethrin=1:

1,ISOdihydr'oOillerinILdo=1;0.6;PyrcthrillI;
IsddihydropyrethrinI±･1:2,Cinerinh Tsojihy-

diocinerinI冒1;,2,Ⅰ60dihydropyretllrinII 及び
Isodih沖 03inerinII=negligib■le;Tetmhydropyre,

thrinIはmi王tureOf"plyrethrinS"よりも低い｡ 之

性及び不満性はその AIcdhol-kletonel土俵づて作られた

ェステ′りこ於て抹その殺虫力に和深がないJ.(2)Car･I●

boxylgroupのALonomethylesterで酸の部分に於けるI
､､Atethylgroupを置換する｡即ち typciーⅠからtyEXBⅠⅠに

I
かえると,.それが Pyrethrolol一3-の剛節をもった化合物

もあろうと,･又はCin昌roloneの脚B絶 ･もった化合物で

あろうと閲旅なく,約25%がた役虫カは城少する｡(3)ニ

買結合ひとつを破って-Alcoholketone■の部分の脚肇を
短かくする執 即ち Pyiethrin構造から.Cinerin積怨

たかえると,その酸の部分が不飽和なこ霞結合をもった

.typeIのものであっても,叉その土重結合が砲和され

たtypeIのものであっても,或は又その様たこ琵結合

をもったtypeIIのもあであってもj同様に約0.7%がた

批 ミカは減少する｡(4)Pyzt!ihrin工の分子でも,.叉Ci/

ncrinIの分子で_も同様,その琴の部分に於けるこ露結

合に水-#･tTs加をなす番は,(少 くとも光質的に fICtiveな-
l̂col101ketoneから合成された化合物に於て),不飽和

な化合物よr)約う0%がた設虫力を換少する｡(5)Cflrbo･･

王ylの.hrono血etllylesterで酸の部分に於けるhlethyl

叩 uPを冠換し'同時にPyrethriz!･又は OLnerinのいづ1
れの分子でもその敵の部分に於ける二重結合に水素添加

を行 うとその及虫力舶 巨常に減少するo(6)Pyretllrin工

のAicQholketoneの部分の相 劉こ於ける二重結合を飽

和させるき糾ま約6.25%がたその殺虫力を洪少する,

(長鐸碗夫)a

接航殺轟刑の生理撫用

rノD･Drc･q(knfindB･J･Krijgs甲an,:刃岬 r三m･
cnt.qonlllel'hysiologicLllacti6mofcontfLCTtii一･
,ECCticidc8.-J3ull.hit.TT.eg.'BS(4).It･-･75-T･':8,
1948.'

DDT･γ-BEO･及び ttotenone声外部的に施用し
,た場合抹脊椎動物よりも遍虫に有霜である.これは昆虫

･が内部兼職 から吸収する外に表皮からも和宮に吸牧する

からであるO.良虫及びガマ flLtn,ieSCulenねにこの3薬剤

を陵用 し,嘱乳動物にDI)TとY-BHOを静脈内,腹腔●

内,皮下注射で作用させたO･I)DT,7-BZI0,Rote･'d

pone体霞kg常 mg･の M･Z/.D･は次表の通 りである0

-.物1静JirR内注射 tL)_-75 I.く 50-く75I0.T,5-2
皮 下 注 射 I5-3日0.4-7.5l約 ′3〕
腹腔内注射J LEト60 LqJT1716-15

DDT,γ-BI川 の托E力の]lhlL:,-.はTF椎動物と昆虫琴と′

は同牒であるが,/RotcnoncはEB虫よI)背柵動物の万が遊

かに低い｡

屈虫のみに矧Ji:のあるFiL物は=Rだ托Eiほ れ な い が'

etrychnineを托射 した似合,M.I..b･は榊 た動物ではkg
岱0.2-10mg.]長山では.･300nlg.であるoRotenoncが

叩乳卿 批 抑詣でない?は皮相に吸収されなし､からであ/
るO (p.25へ )
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